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平
成　

年
度

１８
財
政
事
情
の
公
表

 

（
平
成　

年
３
月
末
現
在
）　

１９

　

市
は
、
毎
年
6
月
と　

月
の
年
2
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

12

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
事
情

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
今
年
3
月
末
現
在
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　

平
成　

年
度
の
最
終
予
算
は
、
２

１８

３
３
億
１
７
７
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す（
表
①
参
照
）。
歳
入
･
歳
出
の

執
行
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ　

･
５

８１

％
、　

･
６
％

７６

で
、
歳
入
に
お

け
る
市
の
自
主

財
源
は
、
市
税
・

使
用
料
・
手
数

料
・
繰
入
金
・

諸
収
入
な
ど
を

合
わ
せ　

億
１

５６

０
１
８
万
円
と

な
り
、
収
入
済

額
の
約　

％
に

３０

当
た
り
ま
す
。

　

年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

１８〔
住
環
境
・
生
活
基
盤
の
整
備
〕

市
営
住
宅
（
上
谷
第
２
住
宅
・
北
山

住
宅
・
城
の
西
住
宅
）
の
整
備
、
市

道
改
良
整
備
、
農
林
道
整
備
な
ど

〔
観
光
振
興
〕

弥
高
山
公
園
遊
具
整
備
や
吹
屋
地
区

へ
の
観
光
周
遊
バ
ス
の
運
行
な
ど

〔
教
育
の
振
興
〕

成
羽
中
学
校
建
築
、
遠
距
離
通
学
費

助
成
の
拡
大
や
特
別
支
援
教
育
推
進

事
業
な
ど

〔
文
化
財
の
保
存
・
活
用
〕

備
中
松
山
城
、
吹
屋
伝
建
家
屋
の
保

存
整
備
事
業
な
ど

〔
少
子
化
・
子
育
て
支
援
〕

乳
幼
児
医
療
費
、
妊
婦
検
診
給
付
金

の
拡
充
や
不
妊
症
治
療
へ
の
医
療
費
助

成
、放
課
後
学

童
保
育
や
幼

稚
園
で
の
３

歳
児
保
育
の

拡
充
な
ど

〔
合
併
関
連
特

例
事
業
〕

消
防
分
駐
所

の
整
備
、情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
市
道
玉
川

落
合
線
の
改
良

特
別
会
計

　

公
営
企
業
（
上
水
道
・
病
院
）
を

除
く
各
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状
況

は
、
表
②
（
上
水
道
・
病
院
の
企
業

会
計
の
決
算
見
込
み
は
表
③
）
の
と

お
り
で
す
。
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
、
下

水
道
事
業
な
ど　

の
特
別
会
計
予
算

１８

総
額
は
、１
９
１
億
９
５
８
４
万
円
。

　

介
護
･
医
療
の
充
実
と
と
も
に
、

下
水
処
理
場
施
設
整
備
、
津
川
地
区

の
汚
水
管
布
設
な
ど
の
公
共
下
水
道

事
業
や
未
給
水
地
区
へ
の
簡
易
水
道

の
布
設
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
原
工
業
団
地
の
造
成
を

完
了
し
、企
業
へ
の
売
り
払
い
を
行
っ
た

ほ
か
、
成
羽
病
院
建
て
替
え
に
伴
う
基

建設中の成羽中学校

本
設
計
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

地
方
債
の
残
高

　
　

年
度
末
に
お
け
る
普
通
会
計
の

１８
地
方
債
残
高
は
３
８
６
億
８
６
２
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約　

億
円

１０

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
一
人
当
た
り
で
は
約
１
０
６
万
円

に
な
り
ま
す
が
、
元
金
や
利
息
の
償

還
を
国
が
交
付
税
等
で
補
て
ん
し
て

く
れ
る
有
利
な
市
債
を
借
り
入
れ
て

い
る
た
め
、
実
質
的
な
負
担
は
一
人

当
た
り　

万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

４３

基
金
の
現
在
高

　
　

年
度
末
の
基
金
現
在
高
は
普
通

１８
会
計
で
、　

億
８
８
０
万
円
と
な
っ

５４

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係

（
�
�
０
２
０
６
）

◆普通会計とは…
　一般会計と公営事業に属さない特別
会計を合わせた会計のことをいいま
す。

＜普通会計に区分される特別会計＞
　へき地診療所、養護老人ホーム、軽
費老人ホーム、住宅新築資金等貸付
事業、農業振興施設事業、畑地かん
がい事業、西山営農団地就農者住宅
事業

◆地方債（市債）とは…
　地方公共団体が事業を行うに当たっ
て資金調整のために行う債務（借金）
のこと。

◆基金とは…
　特定の目的のために資金を積み立て
た財産（預金）のこと。

用語の説明
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執行率(%)収入済額予算額項　　目
９９.１３６億１９１８万円３６億５２８６万円市 税
９９.９１０５億６８４４万円１０５億７３５５万円地 方 交 付 税
５８.３８億６５８９万円１４億８５７６万円国 庫 支 出 金
３９.９４億７８８９万円１２億 １７２万円県 支 出 金
９９.１８億６７６９万円８億７５９４万円繰 入 金
４５.２１億４８９８万円３億２９９６万円諸 収 入
８.７２億４５２０万円２８億２０８０万円市 債
９３.１２２億１２５４万円２３億７７１７万円そ の 他
８１.５１９０億 ６８１万円２３３億１７７６万円合　 　 計

執行率(%)支出済額予算額項　　目
８９.８２８億２５６０万円３１億４５６２万円総 務 費
６５.３２７億３４２６万円４１億９００１万円民 生 費
６６.４１４億７４２８万円２２億１９８０万円衛 生 費
８２.５１３億９０３２万円１６億８４３５万円農林水産業費
５６.４１７億５０６５万円３１億 １３４万円土 木 費
９０.９７億５４２１万円８億２９３３万円消 防 費
８１.０２０億７６４８万円２５億６２３３万円教 育 費
５９.５２億３０５８万円３億８７２７万円災 害 復 旧 費
８９.３４１億３３４３万円４６億２８２２万円公 債 費
８６.５４億９２３９万円５億６９４９万円そ の 他
７６.６１７８億６２２０万円２３３億１７７６万円合　 　 計

執行
率(%)

支出済額
執行率
(%)

収入済額予算額会計名

８８.４３５億１７８８万円８３.０３３億４４０万円３９億７９３３万円国民健康保険（事業勘定）

９７.８１億４０８７万円１.９２８０万円１億４４００万円国民健康保険（直診勘定）

６６.９６５８万円７０.５６９４万円９８４万円へ き 地 診 療 所

９０.２５４億３８３２万円８５.５５１億５８４４万円６０億３２１０万円老 人 保 健

８７.６２８億３２００万円７９.８２５億７９３７万円３２億３２１０万円介護保険（事業勘定）

９８.７１億９９２５万円１２.８２５９１万円２億  １９４万円介護保険（サービス勘定）

９１.１２億２８０４万円９９.８２億４９７７万円２億５０３９万円養護老人ホーム

８８.７２億２３９２万円９８.１２億４７６７万円２億５２４９万円特別養護老人ホーム

９０.８３７８７万円７０.６２９４６万円４１７０万円軽費老人ホーム

８９.８７０６３万円１６.５１２９７万円７８６７万円住宅新築資金等貸付事業

７３.１４２８４万円４７.１２７６３万円５８６２万円農業振興施設事業

９１.７１８３２万円７８.８１５７６万円１９９９万円畑地かんがい事業

１２.７３９万円９６.７２９６万円３０６万円西山営農団地就農者住宅事業

７３.６１２億２２９９万円４３.３７億２０６０万円１６億６２３３万円簡 易 水 道 事 業

６５.４１１億５２３８万円３０.８５億４２８７万円１７億６３３３万円下 水 道 事 業

９１.８３２８８万円３３.１１１８７万円３５８２万円浄 化 槽 事 業

９９.９１４億２０９６万円４１.７５億９３２９万円１４億２２４５万円地 域 開 発 事 業

４２.０２０３万円１００.０４８３万円４８３万円巨 瀬 財 産 区

２６.３５５万円９４.３１９７万円２０９万円宇 治 財 産 区

７１.１５４万円９４.７７２万円７６万円有 漢 財 産 区

８６.４１６５億８９２４万円７０.５１３５億４０２３万円１９１億９５８４万円合　 　 　 　 計

１８年度予算執行状況（平成１９年３月末現在）

一般会計予算執行状況（表①）

特別会計予算執行状況（表②）

※万円単位としたため、合計が合わない場合があります。

歳　入

歳　出

３５０２万円資本的収入３億１４３８万円収益的収入
水 道 事 業

１億６５６５万円資本的支出２億９９７８万円収益的支出

５７５万円資本的収入１３億８７７２万円収益的収入
病 院 事 業

３０８４万円資本的支出１５億１６２８万円収益的支出

企業会計決算見込み（表③）

　人が倒れていたり、けが人を発見した時、

あなたはどうしますか。こうした緊急時に

備えて消防署では、ＡＥＤ（自動体外式助細

動器）を取り入れた普通・上級救命講習会を

行います。

※ＡＥＤ（自動体外式助細動器）とは…

　致命的な不整脈（心室細動等）に陥った傷病者

の心臓の動きを正常なリズムに戻すため除細

動（電気ショック）を行う医療機器。

　場　所　　高梁市消防本部

　定　員　　各２０人程度

◆普通救命講習会Ⅰ（３時間）
　【日時】　７月１５日（日）　

　　　　　午前９時～正午

◆上級救命講習会（８時間）
　【日時】　平成２０年２月１０日（日）

　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分

講習内容は変わってきています。
これまで受講された人も再度受講を！

　心肺蘇生法が全体的に簡素化され、誰でも

簡単にできるようになっています。また、大

きな変更点として、胸骨圧迫（心臓マッサー

ジ）の意義が強調され、できるだけ早く十分

な強さと十分な回数の胸骨圧迫が絶え間な

く行われることが重要とされています。

■申し込み・問い合わせ

　消防本部警防課（��０１２４）

　（電話で申し込みください）
※なお、町内会、各団体等で救命講習会を希望され

る場合は、随時受け付けをしています。

　気軽にお問い合わせください。

※市の会計年度は４月１日から翌年の３月末日までですが、それまでに確定した歳
入・歳出の収入・支払いの整理期間が必要なため、５月末日までがその期間とし
て設けられています。このため、３月末現在の執行率は予算額に対して約８０％と
なっています。

救命講習会
を開催します


